
島根県森林審議会次第（平成３０年度第２回）

日時：平成３１年３月１９日（火）１３：３０～１５：００

場所：島根県職員会館多目的ホール（松江市内中原町５２番地）

＊オリエンテーション（～13:30）

１．開会

２．農林水産部長あいさつ

３．会長あいさつ

４．議事 ＊13：40～15：00

（１）「新たな農林水産業・農山漁村活性化計画」第３期戦略プラン実施状況

・・・・・・・資料１

（２）「新たな農林水産業・農山漁村活性化計画」第３期戦略プランの見直しについて

①パイロットプロジェクトについて・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・資料２

②原木生産・再造林のコスト低減プロジェクト

③製材力の強化プロジェクト

・・・資料３

④林業経営体の体質強化と林業就業者の増員プロジェクト

⑤新たな森林管理システムの推進プロジェクト

（３）平成３１年度主要事業について・・・・・・・・・・・・・・・・・資料４

（４）その他

５．閉会



平成 30 年度

新たな農林水産業・農山漁村活性化計画

第 3期戦略プランにおける森林・林業戦略の取組概要

（実績見込）
農林水産総務課

〈県共通プロジェクト〉

プロジェクト名

(県共通)
需要に応える原木増産

【ねらい】

製材・合板・チップ工場の旺盛な需要に応えるため、主伐による更なる原木増産と、木質

バイオマス安定供給の体制強化

【主な成果◇】

◇作業道の整備や高性能林業機械等の導入(4 台)により原木生産を更に促進

◇低コスト造林推進の連携協定は累計 37 協定で、一貫作業も対前年２倍を実施

◇島根魅力向上プログラムに 47 事業体登録、また、「しまね林業士」登録予定者数は約

200 人、今後のキャリアアップへの活用を期待

成果指標項目 現況（H26）
H30

H31 目標
目標 実績見込

原木生産量 総合戦略 41 万㎥ 60 万㎥ 61 万㎥ 64 万㎥

島根県産原木の自給率 総合戦略 33％ 42.5％ 42.5％ 44％

林業就業者数 総合戦略 856 人 971 人 971 人 1,000 人

新規林業就業者 総合戦略 81 人/年 280 人
（H27～30 累計）

330 人
（H27～30 累計）

350 人
（H27～31 累計）

【関連地域プロジェクト名】

○松江圏域：原木増産および再造林の推進プロジェクト

○出雲圏域：原木の増産体制整備及び森林再生プロジェクト

○雲南圏域：雲南の木増産および再造林の推進プロジェクト

○県央圏域：原木増産・再造林推進プロジェクト

○浜田圏域：浜田版ビジネスモデル確立プロジェクト

○益田圏域：清流高津川を育む森の循環プロジェクト

○隠岐圏域：隠岐（しま）の木生産拡大・再造林推進プロジェクト

プロジェクト名

(県共通)
木材製品の品質向上・出荷拡大

【ねらい】

製材・合板工場などで整備されてきた高品質・高付加価値加工施設を活かし、木材製品

の品質向上と出荷拡大を図る。

【主な成果◇】

◇製材所間での新たな分業・連携グループ化、新規ラインの増設及び施設の改修の実施

◇地域の製材所が県外出荷拡大に向けて取り組むマッチングシステムの試行開始

◇県営木造建築台帳の作成と市町村に対する相談窓口の開設による、公共建築物への県

産材使用促進

資料１



成果指標項目 現況（H26）
H30

H31 目標
目標 実績見込

高品質・高付加価値製品

の出荷量
総合戦略 20,000 ㎥ 26,400 ㎥ 26,600 ㎥ 28,000 ㎥

【再掲】

島根県産原木の自給率
総合戦略 33％ 42.5％ 42.5％ 44％

【関連地域プロジェクト名】

○松江圏域：県産材製品の品質向上および需要拡大プロジェクト

○出雲圏域：県産材製品の縁結び（安定供給）プロジェクト

○雲南圏域：雲南の木活用プロジェクト

○県央圏域：地域材製品の品質向上と出荷拡大プロジェクト

○浜田圏域：木材製品の出荷拡大プロジェクト

○益田圏域：清流高津川木材製品出荷拡大プロジェクト

○隠岐圏域：隠岐（しま）の木利用拡大プロジェクト

プロジェクト名

(県共通)
低コスト再造林推進

【ねらい】

森林資源が利用期を迎え、原木増産が進むなか、再造林の必要な森林の増加が見込ま

れる。このため、低密度植栽や一貫作業システム等の導入により、低コスト再造林を推進す

る。

【主な成果◇】

◇低コスト造林推進の連携協定は累計 37 協定で、一貫作業も対前年２倍を実施

◇コンテナ苗生産の低コスト化に向けて、生産工程等の調査を実施し、普及指導に活用

◇早生樹（コウヨウザン）は、植林用として約６千本（面積約４ha）の苗木を生産

成果指標項目 現況（H26）
H30

H31 目標
目標 実績見込

苗木生産量 総合戦略 81 万本 154 万本 74 万本 170 万本

島根県産苗木の自給率 県共通 63％ 93％ 80％ 96％

再造林における低コスト化

の割合
県共通 15％ 45％ 56％ 50％

【再掲】

林業就業者数
総合戦略 856 人 971 人 971 人 1,000 人

【再掲】

新規林業就業者
総合戦略 81 人 280 人

（H27～30 累計）

330 人
（H27～30 累計）

350 人
（H27～31 累計）

【関連地域プロジェクト名】

○松江圏域：原木増産および再造林の推進プロジェクト

○出雲圏域：原木の増産体制整備及び森林再生プロジェクト

○雲南圏域：雲南の木増産および再造林の推進プロジェクト

○県央圏域：原木増産・再造林推進プロジェクト

○浜田圏域：浜田版ビジネスモデル確立プロジェクト

○益田圏域：清流高津川を育む森の循環プロジェクト

○隠岐圏域：隠岐（しま）の木生産拡大・再造林推進プロジェクト



1 需要に応える原木増産プロジェクト

2 木材製品の品質向上・出荷拡大プロジェクト

3 低コスト再造林推進プロジェクト

4 地域ぐるみの鳥獣被害対策の推進

林業事業体の体質強化と林業就業
者の増員プロジェクト

現行目標

製材力の強化プロジェクト 現行目標

原木生産・再造林のコスト低
減プロジェクト

現行目標

新たな森林管理システムの
推進プロジェクト

目標設定

平成31年度の第3期戦略プラン・県共通プロジェクトのイメージ（ 林業関係）

Ｈ２９年度

１８地域プロジェクト（林業関係）

Ｈ３０年度 Ｈ３１年度

１．現計画が最終年を迎え、各プロジェクトの進捗状況を総括する中で、今後、重点的に取り組む必要のある課題や取組みの方向性が明確化
２．平成32年度からの次期計画への移行に向けて、これらの課題の改善を図るべく、来年度から部を挙げて重点的に取り組む必要なあるテーマを、
パイロットプロジェクトとして先行実施

第
３
期
戦
略
プ
ラ
ン
・県
共
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重
点
推
進
事
項

＋原木生産・再造林の低コスト化

＋苗木供給の安定化・低コスト化

※重点施策をパイロットプロ

ジェクトとして先行実施

【プロジェクトの内容】

①基本的な考え方

②５年後の目指すべき姿

③H３１年度到達目標
④進め方に関する重要事項

⑤地域計画に盛り込むべき事項

⑥年間スケジュール

【△△地域】

①Ｈ３１年度目標（各年次）

②現状と課題、取組項目

③具体的行動計画

【□□地域】

①Ｈ３１年度目標（各年次）

②現状と課題、取組項目

③具体的行動計画

【◇◇地域】

①Ｈ３１年度目標（各年次）

②現状と課題、取組項目

③具体的行動計画

【××地域】

①Ｈ３１年度目標（各年次）

②現状と課題、取組項目

③具体的行動計画

【〇〇地域】

①Ｈ３１年度目標

②具体的な取り組み

③対象

パイロットプロジェクトの構成

＋林業事業体の体質強化

＋路網整備の推進（林業専用道）

新

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

＋新たな森林管理システムへの対応

新計画における扱い検討

＋製材力の強化

パイロットと地域

プロが一体的に

資料２



　①原木生産・再造林のコスト低減

　②製材力の強化

　③林業事業体の体質強化と林業就業者の増員

　④新たな森林管理システム推進

（１）林業事業体の体質強化

（２）製材力の強化

（３）原木生産・再造林のコスト低減

（４）苗木供給の安定化・低コスト化

（５）路網整備の推進（林業専用道の普及）

（６）新たな森林管理システムへの対応

　　　　　　　　　　　　反映 　　　　　　　　　　　反映

　　　＊周知・実施に必要な体制整備（予算・組織要求）

2020

2021

2022

2023

2024

2019

ポスト新たな農林水産業・農山漁村活性化計画のスケジュール（案）

林業関係

2018
　今後重点的に取り組む必要のあるテーマ

を、2019年から先行実施する「パイロッ

トプロジェクト」として構築

６つの重点推進事項の設定

パイロットプロジェクトの開始

ポスト新たな農林水産業・農山漁村基本計画の策定（９月又は１１月）

パイロットプロジェクト目標終期

新たな農林水産業・農山漁村基本計画の開始

計画の見直し時期

それそれの取組について、

・取組成果

・目標達成に向けた課題と

対策等を検証

島根県史上の最高

水準である素材生産

量100万㎥の生産を目
指す

パイロットプロジェクトとして構築した

テーマ以外は、取組を検証した上で、プロ

ジェクト化

（キノコ栽培の振興、鳥獣被害対策）

素材生産量８０万㎥の早期達成を目指す






























